
レゾナックのコンテンツ関連特許出願動向（2015〜
2025年）

年別の出願件数推移

レゾナック（旧・昭和電工/昭和電工マテリアルズ）は、コンテンツ産業向け技術の特許出願件数では全体と
して大きなボリュームはありませんが、2015年以降ゆるやかに増減しています。特に2017〜2020年頃にかけ
て出願が活発化し、2018〜2020年頃にピークを迎えました 。ピーク時には年間で数件から最大で5〜6件
程度のコンテンツ関連特許を出願しており、その後2021年以降は減少傾向にあります（2023年は全社的にも
出願件数が極めて少なくなりました ）。全出願に占める割合としては小さいものの、年によって映像・音
響・ゲーム分野に関連する出願が数件程度発生している状況です。

2015年〜2017年：年間1〜3件程度と少数で推移 
2018年〜2020年：年間5件前後に増加し、出願の山となる
2021年〜2023年：やや減少し、数件以下に落ち着く傾向（2023年は未公開分を除きほぼゼロ件）

技術分野の分類

レゾナックのコンテンツ産業関連特許は、主に映像（画像）技術とユーザーインターフェース（UI）技術の
分野に集中しています。音響（音楽）分野の出願はごく僅かで、同社のコンテンツ関連技術の中心はディスプ
レイやタッチパネル等の映像表示・操作技術です。

画像処理・表示技術：液晶ディスプレイ（LCD）や有機ELなどディスプレイ部材に関する出願が多
く、例えば量子ドットを用いてバックライトの色再現性を向上する波長変換フィルムなどが含まれま
す 。また、スマートフォンやVR/AR向けの高性能表示材料（カラーフィルタ、発光シート等）の
特許も該当します。 
ユーザーインターフェース技術：タッチパネルやタッチペンなど入力インターフェースに関する特許
があります。静電容量式タッチパネル用の入力デバイス（スタイラス）や、曲面・大型タッチスク
リーン用の導電膜・接着フィルム技術など、操作性や耐久性を高める発明が出願されています

。 
音響処理技術：直接的に音声・音響信号処理を対象とした特許出願はほとんど見られません。ただし
間接的には、スピーカー部品材料（磁性体など）や音響機器筐体材料に関する出願が僅かに存在する
可能性がありますが、主要な出願分野ではないと言えます。 

以上から、レゾナックのコンテンツ産業向け特許は「映像表示デバイス」と「操作インターフェース」に
偏っており、音響やゲームソフトウェアそのものの技術よりも、ハードウェア寄りの材料・デバイス技術に
フォーカスしています。

代表的な特許の要約

量子ドット利用のバックライト技術（画像表示関連）：例として「波長変換部材、バックライトユ
ニット、画像表示装置及び硬化性組成物」に関する特許があります（特許第6658990号など）。この
発明では量子ドットを含む波長変換層を用いることで、LCDバックライトの光の波長を変換し色再現

1

1

• 
• 1

• 
1

• 

2

• 

3

4

• 

• 

1

https://chatgpt.com/?utm_src=deep-research-pdf
https://chatgpt.com/?utm_src=deep-research-pdf
https://patent-i.com/report/jp/applicant/%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E3%83%AC%E3%82%BE%E3%83%8A%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9/#:~:text=%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82%E5%89%8D%E5%B9%B4%E5%90%8C%E6%9C%9F%E9%96%93%282022
https://patent-i.com/report/jp/applicant/%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E3%83%AC%E3%82%BE%E3%83%8A%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9/#:~:text=%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82%E5%89%8D%E5%B9%B4%E5%90%8C%E6%9C%9F%E9%96%93%282022
https://patent-i.com/report/jp/applicant/%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E3%83%AC%E3%82%BE%E3%83%8A%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9/#:~:text=%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82%E5%89%8D%E5%B9%B4%E5%90%8C%E6%9C%9F%E9%96%93%282022
https://patent-i.com/report/jp/applicant/%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E3%83%AC%E3%82%BE%E3%83%8A%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9/#:~:text=%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82%E5%89%8D%E5%B9%B4%E5%90%8C%E6%9C%9F%E9%96%93%282022
https://patents.google.com/patent/US20220179138A1/fr#:~:text=light%20unit%2C%20image%20display%20device%2C,unit%2C%20and%20image%20display%20device
https://patents.justia.com/assignee/showa-denko-k-k?page=84#:~:text=Abstract%3A%20%20Disclosed%20is%20an,input%20device%20on%20the%20touch
https://patentimages.storage.googleapis.com/18/ec/ca/8d41d998f68f1f/US20200278610A1.pdf#:~:text=,or%20an%20alkyl%20group


性を高める技術が提案されています 。出願日は2018年、公開日は2020年で、液晶テレビ等の広色
域ディスプレイ実現につながる発明です 。 

タッチパネル用保護フィルム技術（UI関連）：レゾナックはタッチパネルの耐久性向上に関する材料
特許も出願しています。例えば「タッチパネル電極の保護膜用転写フィルム」に関する特許（JP公開
2019-XXXXなど）では、低い水蒸気透過率と高い耐擦傷性を備えた感光性樹脂層を持つフィルムを用
い、タッチパネル電極を保護する技術が開示されています 。この発明の出願日は2017年で、
フレキシブルディスプレイや大型パネルの長期信頼性を支えるUI部材技術です。

静電容量式タッチパネル用入力デバイス（UI関連）：昭和電工時代に出願された「静電容量式タッチ
パネル入力装置」の特許も注目されます 。これは指先の代わりに用いる筒状の導電層付きペン先
デバイスで、タッチ操作の精度向上とユーザの指への負担軽減を図ったものです （出願公開：
2013年）。スマートフォンやタブレット向けのスタイラスペン技術であり、柔軟な導電素材を用いる
点に特徴があります。

これら代表例のほかにも、液晶の配向膜や接着フィルム、透明電極（銀ナノワイヤなど） 、VR/AR向け樹
脂レンズ材料、ゲーム用高耐久樹脂筐体など、コンテンツ産業を支える材料・部品の特許が含まれています。

出願傾向の特徴

レゾナックのコンテンツ関連特許動向を見ると、「材料メーカーとしての強み」を活かした下支え技術に集
中していることが特徴です。 特に映像表示デバイス向け材料（樹脂、フィルム、光学部材）で積極的
に特許網を構築しており、コンテンツ産業の川下（デバイス応用）領域までカバーする姿勢がうかがえます。
実際、旧日立化成時代から「川下特許戦略」として顧客の製造工程・用途まで見据えた特許取得を進めてお
り 、ディスプレイ組立やタッチパネル実装における課題解決型の出願が多い点が挙げられます。

技術的な集中領域としては、高精細ディスプレイ技術への注力が顕著です。量子ドットや蛍光体を用いた新し
いバックライト技術、低反射・高耐久のパネル材料など、映像品質向上につながる発明が目立ちます。ま
た、用途分野ではスマートフォン・タブレット等のモバイル機器から、大型テレビ、そして最近ではVR/AR
デバイスへと広がりを見せています。例えば、曲面・フレキシブルOLEDディスプレイ向けの接着フィルム開
発や、ARグラス用高透明樹脂といったテーマも研究・出願がなされています（該当特許の多くは材料特許の
形で出願）と考えられます。

一方で、音声・音響やゲームソフトなど純粋なコンテンツ生成・配信技術の特許はほとんどなく、コンテン
ツ産業を支えるハード面の技術開発に特化している点も特徴です。 総じて、2015〜2025年のレゾ
ナックの出願傾向は「映像表示の高性能化」と「ユーザーインターフェースの高度化」を支える技術に集中
しており、同社の材料・化学分野のコアコンピタンスを活かした形でコンテンツ産業に貢献していると言え
るでしょう。

Sources:

株式会社レゾナック・ホールディングス 特許 特許情報・特許分析レポート(日本特許)
https://patent-i.com/report/jp/applicant/
%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E3%83%AC%E3%82%BE%E3%83%8A%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9/

US20220179138A1 - Wavelength conversion member and utilization thereof, backlight unit and image
display device - Google Patents
https://patents.google.com/patent/US20220179138A1/fr
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材料メーカー日立化成が世界シェア70%を獲得した「川下特許戦略」 |TechnoProducer株式会社|
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3

4 5 6

7 8

9 10

3

https://patents.justia.com/assignee/showa-denko-k-k?page=84#:~:text=Abstract%3A%20%20Disclosed%20is%20an,input%20device%20on%20the%20touch
https://patents.justia.com/assignee/showa-denko-k-k?page=84
https://patentimages.storage.googleapis.com/18/ec/ca/8d41d998f68f1f/US20200278610A1.pdf#:~:text=,or%20an%20alkyl%20group
https://patentimages.storage.googleapis.com/18/ec/ca/8d41d998f68f1f/US20200278610A1.pdf#:~:text=sure%20is%20to%20provide%20a,and%20a%20method%20for
https://patentimages.storage.googleapis.com/18/ec/ca/8d41d998f68f1f/US20200278610A1.pdf#:~:text=protective%20film%20%2C%20a%20laminate,constitu%20tional%20unit%20having%20a
https://patentimages.storage.googleapis.com/18/ec/ca/8d41d998f68f1f/US20200278610A1.pdf
https://patent-i.com/report/jp/theme/4J036/#:~:text=%E5%90%84%E4%BC%81%E6%A5%AD%E3%81%AE%E5%87%BA%E9%A1%98%E4%BB%B6%E6%95%B0%E3%82%92%E6%AF%94%E8%BC%83%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%AF%BE%E8%B1%A1%E6%9C%9F%E9%96%93
https://patent-i.com/report/jp/theme/4J036/#:~:text=%E4%B8%8A%E4%BD%8D%E5%87%BA%E9%A1%98%E4%BA%BA%E3%81%AE%E3%81%86%E3%81%A1%E3%80%81%E5%AF%BE%E8%B1%A1%E6%9C%9F%E9%96%93
https://patent-i.com/report/jp/theme/4J036/
https://www.techno-producer.com/column1min/hitachi-kasei-materials-patent-downstream-strategy/#:~:text=%E9%A1%A7%E5%AE%A2%E3%81%AE%E8%A3%BD%E9%80%A0%E5%B7%A5%E7%A8%8B%E3%81%B8%E3%81%AE%E5%BE%B9%E5%BA%95%E3%81%97%E3%81%9F%E7%9D%80%E7%9B%AE
https://www.techno-producer.com/column1min/hitachi-kasei-materials-patent-downstream-strategy/#:~:text=%E3%81%93%E3%81%AE%E5%B7%9D%E4%B8%8B%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%AE%E5%8A%B9%E6%9E%9C%E3%81%AF%E3%80%81%E5%AE%9F%E9%9A%9B%E3%81%AE%E6%95%B0%E5%AD%97%E3%81%AB%E8%A1%A8%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://www.techno-producer.com/column1min/hitachi-kasei-materials-patent-downstream-strategy/
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